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男鹿半島の第四系産サラガイ属化石

Iはじめに

男鹿半島に発達する第四系は豊富な軟体動物化石を

含んでいる。ここ数年来、筆者はこれらの化石を収集

し研究対象としてきた。その一部としてスカシガイ属

やエゾタマキガイを形態学的な観点から検討し報告し

たことがある（渡部,1976a;1977a)。このたびは同

様な検討の一環として、多くの産地から得られ（第1

図）かつ層位的にもかなり普偏的な（第2図）サラガ

イ届Peronidiaをとりあげてみた。

サラガイ属の化石として、従来男鹿半島からはサラ

ガイP.venutosa(ScHRENCK)だけが報告されていた

(Takayasl:,1962;HuziOKAelal.,1970;渡部，

1975;1976b)。しかし本属の多数の標本をみてみると

むしろサラガイには同定できないようなm体が多く、

事実、近年脇本の鮪川層産の標本がベニサラカイp.

lutea(Wood)として図示された（森下,1977)例も

ある。このようなわけで、本稿ではこれまでに筆者が

収集した男鹿半島第四系産のサライガイ届化石につL、

て、主として形態上の特徴を記述するとともに同定の

問題や各種の層位的な分布等について述べることにす

る。

なお日本列島およびその周辺におし､て、現生のサラ

ガイ属は、サラガイ、アラスジサラガイおよびベニサ

ラガイの3種が知られており（波部,1977)、秋ill県

沿岸ではこのうちサラガイだけが確認されている（渡

辺,1976)。

Ⅱ第四系層序の概要

男鹿半島の地質層序や年代については古くから多数

の研究が行われていおり、最近では藤岡(1973)によ

る総括があるが、その後第四系に関係した報告があい

渡部屍

ついでL､る（たとえば､北里,1975;潟西層団体研究グ

ループ,1977など)｡それらを参考にして男鹿半島の第

四系層序をまとめたものが第2図である。しかしこの

y/i序はまだ確定,,,りなものではなく、いくつかの不確定

的要素を含んでいる。

そのひとつとして釜谷地層の層位の問題がある。本

層は模式地である宮沢海岸において脇本層に不整合に

重なり(HuziOKAetal.,1970:橋本段丘構成層に

おおわれる（栗lllほか,1979)。しかし他の地層との

関係が野外において確認できないこともあって、本層

の層位についてはさまざまな見解があった(HUZIOKA

eta/.,1970;加藤．渡部,1976;栗山ほか,1979)。

雌近模式地において本層に含まれて､､る貝殻の14c年

代が測定された。その結果25010±1680y.B.P.とい

う値が得られたが、これは本層の軟体動物群が暖流系

の種を主体とした組成である(HUZIOKAetal.,1970)

ことと矛盾し、他の多くの14C年代に関する事例を参

考にすると、この値はMinimumAgeと考えられると
＊

いうことである。本稿ではこのことと、本層が橋本段

丘橘成層と顕著な不整合関係を示しているようにはみ、

えないとL、う野外の観察事実とから一応第2図のよう

に位置づけておいた。

安ffl層については、その上限をOkada(1979)の

ように潟西層団体研究グループ(1977)の潟西Ⅳ層とⅢ

階の境界までのばす意見もあるが、ここでは白石ほか

(1981)に従って従来の見解のままにしておいた。

なお、潟西Ⅱ層の基底には貝化石を多量に含んだ部

分がみられるが（工藤ほか,1979;HUJほか,1979)、

これはかって北里（1975）や渡部!1977b)が釜谷地

暦に対比していたもので､ある。
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aは国土地理院発行2万5千分の1地形図

「大潟」を、bは同「北浦」を、cは同「脇

本」および「寒風山」を使用した。
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Ⅲサラガイ属化石の形態と分類・同定

1分航

現生のサラガイ随におL､ては、殻形・殻の厚さ・成

長脈の状態・内面の色調などをめやすにして分頬と同

だがなされている。liりじ卜I-のシラトリガイl瓜Maco汎α

では套線湾入の形態が極の識別に有効であることが知

られている（人‘炊御I"l,1934;が、サラカイ価の場合

サラガイだけをとりあげてみてもその形態は変ｿIlに富

んでおり（大森,1966:、これをめやすにするわけに

はL､かないようである。また化イiの場合は色も全くあ

てにはできないので、殻形・殻の厚さ・成長脈の状態

を主要なrがかりとして分類することにした。

その結果、男鹿TJih第四系産のサラガイ届化石は、

三つのダイブに分類"I"能であることが判明した。とり

あえずここではそれらを仮にa.b・cとし、それぞ

れの形態をI氾述する。

2各タイプの形態

aタイプ：殻は卵ないし卵三f0形で厚質。ふくらゑ

は弱い。前背縁はゆるく湾曲L，前端はまるい。後背

縁はややIl'l線的で、後方になるにつれて細まり、後端

はななめに俄断状となる。腹縁はゆるやかに恋曲する。

殻頂はほぼ*央にあるが、個体によってはわずかに後

方に寄る。殻頂から後腹隅に低い陵角が走る。殻表の

成長脈は一般に明らかであり、全体としてイi殻のそれ

が左殻より強い。またIllll殻とも後部で成長脈は弱くな

り、特に左殻の後半が平滑になる個体が多い。左殻の

成長脈がきわめて弱く、全面がほとんど平滑な個体も

まれにある。殻の後端は右方にilllる。欽歯は2主歯あ

り、右殻の後主歯と左殻の前主歯は先端が2裂する。

また側歯はｲi殻の前mII歯が強､､。套線は深く袋状に湾

入する。

bタイプ：殻は長卵三角形で厚い。殻形はaタイプ

サラガイ楓化石
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第2図男鹿半島の第四系層序と

サラカイ屈化イi産地の層位

a:際、b:砂、c:泥～泥岩、d:凝灰

岩、e:亜炭、f:海生軟体動物化石、g:

陸ないし陸水生植物化石

サラガイ属化石産地については第1図を参

照のこと。

LOC、7．8の層位は安田層基底部と考え

られるが、確実ではない。

この表は波部（1961；1975）、波部・伊藤

（1965）、波部・小菅（1967）、吉良(1959）

岡田ほか（1967）等を参考にして作成した。
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渡部辰

に似るが、それより前後に長い個体が多い。したがっ

て前後端ともaタイプ.よりとがっており腹縁の湾曲も

弱い。殻頂はほぼ中央にある。成長脈はaタイプより

はるかに強いが、右殻でより強L,点や1,1,1殻とも前方で

強く後方で弱L､点は同様である。しかし左殻の後部が

平滑になる個体は少ないし、なってもその範囲はせま

い。後端はaタイプよ0強く右に曲る。他の特徴はa

タイプと同様である。

cタイプ：殻は長卵形で、前2タイプと比べると薄

い｡､腹縁の湾曲は弱く、ほとんどI貞線的になる個体が

多い。殻頂はやや前方に寄る。成長脈は左右両殻とも

きわめて弱く、成長線に沿って弱いm>が腹縁祁で多

少発述するのみで、ほとんど全面が､p洲である。他の

特徴は前2タイプと同様である。

このように各タイプは、それぞれ他のタイプと区別

しうる特徴を有している。この中で数'1|:化しやすL,形

質のうち殻長(L)と殻尚iHを仙仙していない左

殻について計測し、両者の関係を第3図に示した。こ

の図では、bタイプとcタイプの間に差異は認められ

ないが、aタイプとb・cタイプの|川には大きな差が

あり、前者が全体として長さの割に尚さが高L､ことが

よく示されてL,る。

3同定

第1表に塊ｲtサラガイ属3種の形態上の特徴を示し

たが、ここではこれと比較しながら、各タイプをいず

れに同定すべきか、おのおのの標本個体について検;､I

してゑる。

aタイプに脇する個体はLoc.1，3，6から得られ

ている。Loc.6では多くの(!.''l体が産したが、岐人な

もので殻長が75m程腿と小型である。この産地では、

図版1－1．2に示した形態のものが一般的であり、

成長脈の弱いもの（図版1-3)や後部が細くなった

もの（図版1-4)もある。しかしこの程度の差災は

個体変異とみなすべきで、すべてはサラガイにM疋さ
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男鹿半島の第四系産サラカイ属化石

れる。Loc.3からはl個体得られただけである。この

個体（図版1-5)はLoc.6産のものに比べて特に後

背縁の形状をいくらか災にし、また成長II)【も弱いが、

サラガイに同定してさしつかえないであろう。Loc.1

からも多くの個体が得られた。他の産地のものに比べ

て大型の個体がそろっているが、いずれもかなり水勝

されており、殻表の状態は必ずしも明らかではない。

図示した個体（図版Ⅱ－1．2）は成長脈がややあ

らいようにも象える。しかしこの産地の個体は、殻形

がし､ずれもサラガイに近似すること、保存の良好な個

体＊は明らかにサラガイに同定されるべきものである

ことなどから、サラガイに同定するのが妥当と思われ

る。

bタイプに属する個体はLoc.4，10，11，12から得

られており、その中の一部を図示した（図版Ⅱ－3・

4．5、図版Ⅲ－1．2）。このタイプでは、個体に

よって成長脈の強さと、殻高・殻長の比が多少変動す

る程度で、aタイプより形態が安定しているようにみ

うけられる。これらの個体は成長脈が強い1-と殻が前

後に長い点で、アラスジサラガイに同定できる。ただ

し現生の本種の標本と比較してみると、成長脈の間隔

が多少密なようである。また本種はサラガイ属中最も

大成し、殻長150ramに達する（波部・伊藤、1965)とさ

れているが、得られた個体には90mmを越えるものがな

い。このような事実も、個体変異と考えてよいであろ

う。

cタイプに属する個体はLoc.3，5，9，Ill，11，

12から得られており、その一部を図示した（図版Ⅲ－

3，図版Ⅳ－1．2．3）。このタイプも形態的にか

なり安定しており、腹縁の湾曲の度合が個体によって

多少異なる程度である。殻が薄いこと、殻表の彫刻が

弱く平滑であることなどの点で、ベニサラガイに同定

される。森下（1977）に図示された標本も、これと同

物のようである。

なお、Loc.2，7，8から得られた本属の標本は

すべてが破片となっているために、同定することがで

きない。

Ⅳ各種の層位的分布

これまでのべたことを総合して化石サラガイ属各種

のl唇位的分布をみると、第2表のようになる。秋Ill県

内で、本属は脇本層に対比される笹岡層ですでに出現

している（渡部，1967）が、呪鹿半島ではこの表に示

したように鮎川層中部のベニサラガイが最古となる。

鮪川層上部にはアラスジサラガイとベニサラガイの2

種が、安田層にはこの2種に加えてサラガイの計3種

が含まれているが、潟西層以後の地層にはサラガイの

みとなって現在にいたっている。

地層ごとに含まれる種が変化するのは、水温等の環

境の変化と密接な関係があると‘思われるが、詳細につ

いては今後の課題として残しておきたい。

第2表サラカイ偶化石3樋の層位的分布

地層名

（現在）

橋本段丘柵成層

釜谷地層

I

Ⅱ
潟BS

Ⅲ

Ⅳ

安Ill1

上部

鮪川層中部

下部

脇本層

zＶ
’
○

○

○
’
○

謝辞：男鹿市の西村正氏には、氏所蔵の標本をみ

せていただいたほか、｜司定に際してご指導いただいた。

秋Ill大学の白イi述雄氏からは、第四系層序の問題点に

ついてご意見をうかがった。以上の方がたに厚くお礼

申し上げる。

○
’
○

○
’
○
’
○

v：サラガイz:アラスジサラガイ

｜：ペニサラガイ
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男鹿半島の第四系産サラカイ属化石

FossilPeronidiafromtheQuaternaryintheOga

Peninsula,AkitaPrefecture,NortheastJapan

bv

AkiraWatanabe

(Abstract）

TheQuaternaryformationsintheOgaPeninsulayieldnumerousmolluscanfossils・Thestratigraphic

distributionofgenusPeronidiainthosefossilsarerelativelywide．Theindividualsbelongingtothis

genusareclassifiedinto3species.TheseareseverallyidentifiedtoPero畑山αひenulosa(ScHRENCK),

P.̂ wonoensis(HATAIetNlSHIYAMA)andP.lutea(Wood).

PeronidiazyonoensisdiffersfromP.りenulosabythelongershellandthestrongergrowthribs.P.

luteadiffersfromformer2speciesbythethinershellandtheweakersculpture.

ThestratigraphicdistributionofeachspeciesisshownasfollowingTable.

Age

Present

Holocene

Formation V Z

○

Hashimototerracedeposits

○KamayachiF.
①
》
邑
旦

I

Ⅱ
｜
Ⅲ

KatanishiF.
①
弓
ロ
三

の
戸
乙
○
○
一
望
①
一
四

○Ⅳ

○ ○ ○
’
○
’
○

AndenF.

○Upper、

ShibikawaF. Middle

Lower
。
。
へ
叩
〃
‐
甲 ’WakimotoF.

v:P.;ﾉenulosaz'.P.之"O7ZOe刀SZS l:p.ノ“ea
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渡部 品

図版説明

図版I(×1

l－4Peronidiavenulosa(ScHRENCK)

サラガイLoc.6

殻高殻長

144.6mm71．2miii

247．975．4

345．572．8

442．368．8

5Peronidiαシenulosa(ScHRENCK)

サラガイLoc.3

殻尚殻長

46．6mm74．(1mm

図版Ⅲ（×1）

1Peronidiazyonoensis(HATAIetNlSHIYAMA)

アラスジサラガイLoc、11

殻高殻長殻幅（合殻）

50．3mm 88．8mra19.6mm

2Peronidiazyonoensis(HATAIetNlSHIYAMA)

アラスシサラガイLoc、4

殻高殻長

39.4mm 74.6mm

Peronidialutea(Wood)

ベニサラガイLoc.11

殻高殻長殻幅（合殻）

30.5mm 57．6mm 10．2mm

型
』

図版Ⅳ（×1）

1Peronidiα血tea(Wood)

ベニサラガィLoc.11

殻高殻長殻幅（合殻）

41.4mm 75.Omm 14．Omm

2Peronidiaノutea(Wood)

ベニサラガイLoc.3

殻高殻長

41.4mm 75.Omm

3Peronidialutea(Wood)

ベニサラガイLoc.9

殻尚殻長

45.5mm 83．6mm

図版Ⅱ（×11

1，2Peronidiαγenulosa(ScHRENCK)

サラガイLoc．l

殻高殻長

162.2mm98.4mm

256．589．2

3，4Peronidiazyonoensis(HaTAIetNlSHI-

yama)アラスジサラガイLoc.11

殻尚殻長殻幅（合殻）

330．5mm56．Omm11.8mm

438．672．8

5Peroridiazyonoensis(HaTAIetNlSHIYAMA)

アラスシサラガイLoc.10

殻i筒殻長

46.9mm85．6mm

－66－



卯鹿ｺド島の第四系産サラカイ属化石

図版I
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渡部展

図版Ⅱ
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図版Ⅲ

熱撫、

管鋳』i
貼斑

【
】

、、

らら

1．

$

「

』

－69－



渡部最

図版Ⅳ
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